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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　媒体の間で熱を交換するためのプレート熱交換器であって、前記熱交換器は複数の積層
されたプレート（Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ）を備え、前記プレートには、隆起部（Ｒ）および溝（
Ｇ）を含む第１の大型のパターンが設けられ、隆起部（Ｒ）および溝（Ｇ）を含む第１の
大型のパターンは、第１（Ａ、Ｂ）および第２（Ｃ、Ｄ）の積層されたプレート対を、第
１の媒体についての流路が前記プレート対の間の空間に形成されるように、互いに間隔を
保つようにすることと、隣接するプレート対の大型のパターンが互いに接触する箇所にお
いて前記プレート対の間に接触点を提供することと、を目的とし、
　各プレート対（Ａ、Ｂ；Ｃ、Ｄ）のプレートは、隆起部（ｒ）および溝（ｇ）を含む小
型のパターンにより互いに間隔が保たれ、隆起部（ｒ）および溝（ｇ）を含む小型のパタ
ーン自体が、各プレート対（Ａ、Ｂ；Ｃ、Ｄ）のプレートの間に接触点を形成することを
特徴とする、プレート熱交換器。
【請求項２】
　大型の隆起部Ｒおよび溝Ｇは、前記熱交換プレートの幅にわたって斜めに延びる細長い
隆起部および溝として配置され、前記プレート対が互いに積層されると、隣接するプレー
トの対の隆起部Ｒおよび溝Ｇは互いに交わる、請求項１に記載のプレート熱交換器。
【請求項３】
　大型の隆起部Ｒおよび溝Ｇはヘリングボーンパターンにおいて配置され、隣接するプレ
ート対の隣接するプレートの前記ヘリングボーンパターンの頂部は反対方向を向いている
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、請求項１に記載のプレート熱交換器。
【請求項４】
　前記熱交換プレートは互いの間にろう材を有する、請求項１～３のいずれか一項に記載
のプレート熱交換器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、媒体の間で熱を交換するためのプレート熱交換器であって、その熱交換器は
複数の積層されたプレートを備え、そのプレートには、互いから離間して第１および第２
の対の積層されたプレートを維持することを目的とする隆起部および溝を含む第１の大型
のプレスされたパターンが設けられ、それにより、第１の媒体についての流路が前記プレ
ートの対の間の空間に形成され、隣接するプレートの対の大型のプレスされたパターンが
互いに接触する点においてプレートの対の間に接触点を提供する、熱交換器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　熱交換器は、２つの媒体が互いに熱を交換する種々の用途に広範囲に使用されている。
【０００３】
　プレート熱交換器、特にろう付けしたプレート熱交換器は、何年にもわたって、多くの
用途についての最も効果的かつ経済的な解決方法であることが証明されている。ろう付け
したプレート熱交換器は、プレートの間に接触点を提供するように構成されるプレスされ
たパターンの隆起部および溝が設けられる複数の熱交換プレートを備え、それ故、プレー
ト間流路の形成下で互いから離間して隣接するプレートを維持することは当業者により周
知である。隣接するプレートは接触点において互いにろう付けされる。大部分のろう付け
されたプレート熱交換器は「対称である」。すなわちそれらは、全てのプレート間流路に
ついて等しい質量流に対して同じ流れ抵抗を有する。
【０００４】
　さらに、プレート熱交換器は高圧に耐えることは知られておらず、ほとんどの熱交換器
は２０または３０バールの設計破裂圧力を有する。これは、冷却剤として二酸化炭素を有
する用途を除く、ろう付けしたプレート熱交換器が今まで十分に強力でなかった、多くの
用途に関して、冷凍回路における使用でさえ、十分である。
【０００５】
　ろう付けしたプレート熱交換器の設計圧力を増加させるためにいくらかの試み、例えば
、強化構造を用いて熱交換器の外端を設けることがなされている。
【０００６】
　数十年間、プレスされたパターンの熱交換プレートが「狭い」、すなわち、熱交換プレ
ートのプレスされたパターンの隆起部と溝との間の距離が短い場合、ろう付けした熱交換
器の設計圧力が増加することが知られている。
【０００７】
　当業者により周知のように、多くの用途において、全ての流路が同じ設計圧力を有する
ことは必ずしも必要ではない。大部分の場合、冷媒流路は非常に高い設計圧力を必要とす
る。高い設計圧力を有する冷却剤と熱交換する媒体のための流路を有することは多くの場
合、避けられないが、効果的ではない。反対に、多くの場合、この媒体のために高い設計
圧力を有する流路を備えることは弊害を生じる。高い設計圧力を有すると、プレートの間
の接触点の高い表面密度、およびプレートの間のわずかな距離に起因して圧力降下が増加
する。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００８】
　公知の熱交換器に関する１つの他の問題は、それらが同じ長さのチャネルを有すること
である。これは熱伝導の観点から見て非常に効果的ではない。一例として、例えばブライ
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ン溶液と金属との間の熱伝導率は冷却剤と金属との間よりかなり高い。従って、ブライン
チャネルの長さを一定に維持しながら、冷却剤流路の長さを増加させることが望まれる。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、媒体の間で熱を交換するためのプレート熱交換器であって、その熱交換器は
複数の積層されたプレートを備える、熱交換器により上記および他の問題を解決する。プ
レートには、互いから離間して第１および第２の対の積層されたプレートを維持すること
を目的とする隆起部および溝を含む第１の大型のプレスされたパターンが設けられ、それ
により、第１の媒体のついての流路が前記プレートの対の間の空間に形成される。さらに
、隣接するプレートの対の大型のプレスされたパターンが互いに接触する点においてプレ
ートの対の間に接触点が設けられる。各々のプレートの対のプレートは、隆起部および溝
を含む小型のプレスされたパターンにより互いから離間して維持される。
【００１０】
　大型の隆起部Ｒおよび溝Ｇは熱交換プレートの幅にわたって斜めに延びる細長い隆起部
および溝として配置されてもよく、プレートの対が互いに積層される場合、隣接するプレ
ートの対の隆起部および溝は互いに交わる。
【００１１】
　別の実施形態において、大型の隆起部および溝はヘリングボーンパターンで配置されて
もよく、隣接するプレートの対の隣接するプレートのヘリングボーンパターンの頂部は反
対方向を向いている。
【００１２】
　コンパクトかつ強力な熱交換器を提供するために、熱交換プレートは互いにろう付けさ
れてもよい。
【００１３】
　以下において、本発明は添付の図面と併せて説明される。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】図１は、本発明に係る熱交換器に含まれる４つの熱交換プレートの部分的斜視図
である。
【図２】図２は、図１の４つのプレートのランダムに選択された部分を示す断面図である
。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　図１において、４つの熱交換プレートＡ、Ｂ、ＣおよびＤを部分的斜視図において示す
。全ての４つのプレートには、大型（ｌａｒｇｅ　ｓｃａｌｅ）のプレスされたパターン
の隆起部Ｒおよびくぼみ部Ｄが設けられ、熱交換プレートの幅にわたって斜めに延びる（
図示せず）。
【００１６】
　大型のプレスされたパターンの隆起部Ｒおよび溝Ｇが、互いに平行に、かつ同期して延
びるように、熱交換プレートＡおよびＢを含む熱交換器の対が配置されるように、熱交換
プレートは配置される。プレートＣおよびＤは熱交換プレートの別の対を形成し、隆起部
Ｒおよび溝Ｇが、互いに平行に、かつ同期して延びる。熱交換器を形成する熱交換プレー
トの積層において、プレートＡ、ＢおよびＣ、Ｄの２つの対はそれぞれ、プレートＢおよ
びＣの隆起部Ｒおよび溝Ｇが、プレートＢとＣとの間で接触点を形成するように交わるよ
うに配置される。隆起部Ｒと溝Ｇとの間の接触点は互いから離間してプレートを維持し、
それにより、流路ＢＣを形成する。
【００１７】
　全ての熱交換プレートＡ、Ｂ、ＣおよびＤにはまた、隆起部ｒおよび溝ｇを含む小型（
ｓｍａｌｌ－ｓｃａｌｅ）のプレスされたパターンが設けられる。隆起部ｒおよび溝ｇは
隆起部Ｒおよび溝Ｇを含む大型のパターンに統合され、プレートＣとＤとの間に接触点を
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形成するために、熱交換プレートＤの溝ｇは熱交換プレートＣの隆起部ｒと交わるように
配置され、それにより、熱交換プレートは、狭い流路ＣＤの形成下で互いから離間して維
持され、一方で、接触点が接続部を提供し、以下に説明するろう付け操作の後、互いに結
合されたプレートを維持する。熱交換プレートＡおよびＢにもまた、小型の溝ｇおよび小
型の隆起部ｒが設けられ、それにより、プレートＡおよびＢは、流路ＡＢの形成下で互い
から離間して維持される。
【００１８】
　大型および小型のプレスされたパターンにより提供される、流路ＡＢ、ＣＤおよびＣＤ
を通る選択的な流体の流れを可能にするために、ポート開口部（図示せず）周囲の領域（
図示せず）は当業者に周知のように異なる高さで提供される。
【００１９】
　熱交換器の熱交換プレートにはまた、当業者により周知のように、封止した円周端部を
形成するために隣接するプレートの端部と同時作用するように設計される端部が設けられ
る。
【００２０】
　示した実施形態において、４つの異なる種類の熱交換プレートが使用される。ポート開
口部が同じサイズを有する場合、２種類の熱交換プレートを使用することが可能であるが
、４つのプレートを使用することにより、２つの異なるサイズを有するポート開口部を有
することが可能である。
【００２１】
　２つの異なるポートサイズを使用することが有益である。なぜなら、溝Ｇおよび隆起部
Ｒを含む大型のプレスされたパターンにより形成される流路ＢＣの流量範囲は、溝ｇおよ
び隆起部ｒを含む小型のプレスされたパターンにより形成される流路ＡＢおよびＣＤの流
量範囲より実質的に大きく、異なる流量範囲の流路を有し、同じサイズのポート開口部で
は、ポート開口部を非常に小さくするかまたはポート開口部を非常に大きくするかのいず
れかになるからである。本発明の好ましい実施形態において、小型の溝および隆起部によ
り規定される流路と連通するポート開口部は、大型の溝および隆起部により規定されるポ
ート開口部より小さい。
【００２２】
　上記から理解できるように、隆起部ｒおよび溝ｇを有する小型のプレスされたパターン
により形成される流路ＡＢおよびＣＤは、大型のプレスされたパターンにより規定される
ように蛇行している。このことは、これらの流路の有効長が、隆起部Ｒおよび溝Ｇをそれ
ぞれ含む大型のプレスされたパターンにより形成される流路の有効長と比較して長いこと
を意味する。
【００２３】
　これは、本発明に係る熱交換器の意図する使用の１つ、すなわち二酸化炭素とブライン
溶液との間の熱交換器である場合、非常に有益である。当業者により周知のように、金属
と二酸化炭素との間の熱伝導率はブライン溶液と金属との間より著しく低い。二酸化炭素
のための熱流路の有効長を増加させることによって、熱交換器の実際の長さを増加させず
に熱交換器の熱交換能力は顕著に増加する。
【００２４】
　熱交換器の当業者により周知のように、これは一部の場合において非常に有益である。
熱伝導率は多くの場合、小型の流路を通って移動する媒体に関しては低いからである。
【００２５】
　本発明に係る熱交換器の１つのさらなる有益性は、大きなチャネルＢＣならびに小さな
チャネルＡＢおよびＣＤの可変の破裂圧力能力を有することを可能にすることである。こ
れは、互いに近接して隆起部ｒおよび溝ｇを配置することにより達成され得、隆起部ｒお
よび溝ｇが互いに近接して配置される場合、プレート間に多くの接触点が形成され、それ
により、破裂圧力が増加する。
【００２６】
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　上記において、隆起部Ｒ、ｒおよび溝Ｇ、ｇは、互いに交わる細長い隆起部および溝と
して記載されている。本発明の他の実施形態において、しかしながら、隆起部Ｒ、ｒおよ
び溝Ｇ、ｇはそれぞれ、「くぼみ」、すなわち平滑な円錐凹部および突起部の形態であっ
てもよい。しかしながら、プレスされたパターンにおいて「負」の圧力角が存在しないこ
とが重要であり、プレスパターンのプレス後、プレスツールがプレスされたプレートを解
放しなければならない。
【００２７】
　本発明に係る熱交換器のプレートＡ、Ｂ、ＣおよびＤは好ましくは互いにろう付けされ
るが、ガスケットで封止された熱交換器を形成するためにガスケットが存在する端部（図
示せず）およびポート領域を設計することも可能である。

【図１】 【図２】
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